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 ▲会長挨拶  

                                                 

                                                

会長  大庫 隆夫 
第二十三回 信仰心その五 台湾銀行拾圓券と台湾神社 
昔々、台湾が日本であった時代がありました。(昭和時代迄続きましたからそれほど昔の 

ことではありません)。日清戦争の結果下関条約によって台湾は清国から日本に割譲され 
ました。日本が初めて得た海外領土すなわち植民地です。これにより一八九五年(明治二十
八年)から日本の降伏一九四五年(昭和二十年)迄の五十年間、台湾は日本の一部 
でありました。 
台湾は清国ではありましたが相当な僻地扱いで貨幣制度も種々 

雑多な貨幣が使われていたのです。日本は台湾銀行を設立して  
台湾での中央銀行創設、通貨統一を目指しました。最初に日本国内
では廃貨となった一圓銀貨を大量に運び込みました。支那は銀経済 

圏でしたから日本の一圓銀貨も受け入れられていたのです。さらに 
大正三年に現代と同じような横長の兌換金券改造券が発行されました。 
この紙幣には台湾神社の図が描かれていました。台湾・樺太・朝鮮・ 

南洋群島・関東州・満州国・・・あるいはブラジル・ハワイ。日本の支配地
域や日本人の居住地には必ず神社がつくられました。台湾割譲から数年後の一九〇一年
に官幣大社台湾神社が創建され各地に小さな神社が作られていきました。 
地域社会では日本人住民がそれを信仰上の核とし、学校を中心として次第に台湾人の 
参拝や祭典参加を広げていきました。台湾神社は今の圓山大飯店のところにありました。 
現状の神宮境内はといえば、台湾では中華民国の護国神社ともいうべき忠烈祠に転用 
された神社が少なくなく、県社桃園神社はその社殿さえ残されているそうです。（ウイキペデ
ィアより） 

日本ではＧＨＱの政策により政教分離が厳しく断行され国家神道は廃止されました。個人
の信教の自由は保証されていますが、戦前の教育信教反省効果の行き過ぎか、現代日本
人の信仰心は戦前の人々に遠く及びません。 

  

 

 

 

 会長の時間 



                                                

１） ☆他クラブニュース  

例会変更のお知らせ 

高 砂 Ｒ Ｃ   ◇２/7（金）→2/８（土）１５時受付 東播第２グループ I.M.   

                                   於：加古川プラザホテル 

◇２/14（金）休    会 〔定款第７条第１節（d）〕 

◇2/28（金）休    会 〔定款第７条第１節（d）〕 

 

高砂青松ＲＣ  ◇２/５（水）→2/８（土）１５時受付 東播第２グループ I.M.   

                                 於：加古川プラザホテル 

◇２/２６（水）休    会 〔定款第７条第１節（d）〕 

 

加古川中央ＲＣ ◇２/13（木）→2/８（土) 東播第２グループ I.M. 

                                 於：加古川プラザホテル 午後３時～ 

◇２/２7（木）夜 例 会 午後６時３０分～ 

◇3/２0（木）休    会 〔祝日〕 

◇3/２7（木）→3/30（日）観桜会  於：大阪方面 

 

加古川平成 RC ◇２/14（金）→2/８（土） 東播第２グループ I.M. 

                                   於：加古川プラザホテル 午後３時～ 

◇２/２1（金）例会取消〔定款第７条第１節（d）〕 

◇２/２8（金）例会取消〔定款第７条第１節（d）〕 

２） ガバナーノミニー・デジグネート決定のお知らせと地区より令和６年能登半島豪雨

災害」支援ご協力の御礼、１/１１（土）神戸新聞朝刊に当クラブ前川容洋会員と桑

田純一郎会員のコメントが掲載された記事がありましたので回覧いたします。 

  

  

                       

 省 略 ☺  クラブ協議会、皆さんよろしくお願いします。 

 省 略 ☺  本日、クラブ協議会よろしくお願いします。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真有難う御在います。 

 省 略 ☺  家族例会の写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  いつも写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございました。 

 幹事報告 

ニコニコ 



 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます！ 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございました。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございました。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺  写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺ テーブルの花いただきます。 

    

R↓ 省 略 ☺  水埜先生、次はどこへ旅行に行かれますの? 

A↑ 省 略 ☺  リクエストありがとうございます。 

全国４７都道府県のゴルフ場めぐりが終わりましたので、あとは

加古川でおとなしくしていたいと思っています。 

   以上２５件 \２９，０００- 

   本年度累計\１，２９１，０００- 

 
 

 

☆ 今 週 会員数７２名 出席４４名 出席免除１２名 欠席１６名  

☆ 欠 席 者 省略 

☆ 前 々 週 会員数７４名 出席５９名 出席免除８名 欠席７名   

                             

 

  例会場当番 

 １月２１日(火)  中村・中原 

 １月２８日(火)  岡田・中尾 

 

 

 

              

本日１月１４日(火)  １月２１日(火) １月２８日(火) ２月４日(火) 

クラブ協議会 

(前半期の報告) 

優良職業人表彰 

職業奉仕委員会担当 

卓話 

「コークスとドイツと私」 

稲益会員 

卓話 

「倉庫業とは」 

植田会員 

 出席委員会 

 親睦活動委員会 

 プログラム委員
会 

ニコニコ パートⅡ  リクエスト＆アンサー 

 



              世界中で活躍する「行動人」      
文：Brad Webber

 

米国 

2018年、ニューオーリンズ市がフランスのオルレアン市と姉
妹都市協定を結んだ後、両都市のロータリークラブは独自の
国際的なつながりを築きました。ルイジアナのクラブ会員であ
るゲイル・デリンジャーさんによると、両都市にジャンヌ・ダルク
の祭典があることを知ったニューオーリンズのクラブは、パレー
ドやイベントでフランスの国民的ヒロインに扮する高校生を選
びました。両クラブはこれを交流の機会と考え、まさにロータリ
ーらしいやり方でお互いの「ジャンヌ」を選出しました。6月、ア
メリカ側の「ジャンヌ」であるマーリー・マルサリスさん（有名なジャズミュージシャンであるマ
ルサリス家の一員で、自身もピアニスト）が、フランスのロータリアンに招かれてオルレアンを
訪れました。今月には、アメリカのロータリアンがフランス側の「ジャンヌ」であるMaÿlis 
Boët さんをホストします。 二人のジャンヌは、それぞれの地で行われるパレードに参加し、史
跡などを訪れます。「未来への希望で心がわくわくします」と話すのは、ニューオーリンズのク
ラブ会員のサラ・ディカーソンさんです。「みんながこの交流に関わることで、絆がより一層深
まります」 

カナダ                                                                 
2020年以来、トロント・ロータリークラブは、病気またはけがを負
った 300種の動物を保護するトロント野生動物センターを支援し
てきました。クラブは、コウモリ、ハト、キツツキ、水鳥、リス、グラウン
ドホッグ用の囲いを建設するために 18,000 ドル以上を寄付しま
した。10月、金槌とドリルを手にしたクラブ会員のカート・クローセ
ンさん、スチュアート・マイアーヘッドさん、ミシェル・ガイさんは、ほ
かのボランティアや従業員と一緒に赤リス用の囲いを組み立てま
した。同団体の創設者兼事務局長であるナタリー・カルボネンさ
んは、ロータリアンの献身的な活動を賞賛しています。「けがや病
気の動物たちが安全な場所で回復し、野生に戻れるよう、ロータ                                    
リアンの皆さんが大きくサポートしてくださっています」 

英国                                                                       
6月、トラクター、蒸気トラック、ペニー・ファージング（前輪と後輪の
大きさが大きく異なる自転車）、120台のヴィンテージ車が、レディ
ング・マティンズ・ロータリークラブが主催する募金活動のためにモ
ーティマー・フェアグラウンドに集まりました。「Transport 
Through the Ages」というこのイベントに約 4,000人が来場
し、慈善団体のために 13,000 ドル以上が集まりました。このアイ
デアは、エリザベス 2世女王の在位 70周年と国王チャールズ 3
世の戴冠式で開催された同様のショーに由来しています。クラブ会
長のバレリー・ロビンソンさんはこう話します。「イベントの成功と、私
たちが大切にしている慈善活動のために多くの募金が集まったこ
とを嬉しく感じています」クラブ会員のキャリー・ワイズさんによれ
ば、このイベントの大成功を受け、今後もこの募金活動を行っていくとのことです。 

インド                                                                      
8月、豪雨によってインド北東部のトリプラ州で洪水や土砂崩れが
発生した際、アガルタラ・シティ・ロータリークラブ、アガルタラ・シテ
ィ・ローターアクトクラブ、アガルタラ・セントラル・ローターアクトクラ
ブが行動を起こしました。これらのクラブは、食料、衣類、医療、医
薬品を提供する救援キャンプをアガルタラに設置し、400人を支
援しました。第 2段階では、洪水で被害を受けた遠隔地の村の
125家族に、クラブ会員が食料品と生理用品を配布しました。「村
人たちは持ち物をすべて失い、農場や農作物が破壊されました」と

アガルタラ・ロータリークラブ会員のアナンニャ・ダスさんは言います。ロータリー会員はまた、
ロータリアンの小児科医、眼科専門医、皮膚科医、一般開業医に診察してもらうことができる
クリニックを設置しました。 

この記事は、Rotary 誌の 2025年 1月号に掲載されました 

https://www.rotary.org/en/rotary-magazine

